
「障害児（者）・知的障がいのための体育・スポーツの勧め」 

一般社団法人日本知的障がい者フットソフトボール連盟『 かわら版 』（NO２＝通算３７号） 

令和５．１０．１（日）       発行責任者：三枝啓已 

はじめに：パラ・スポーツが今、注目されています。パラ・スポーツは、障がいのある

方々がスポーツ活動に参加し、競技を通じてスポーツの楽しさを体験するとともに国民

の障がいに対する理解を進め、障がい者の社会参加の推進に寄与することに大きな意義

があります。特に、本連盟は、知的障がい者が自立・自律をめざし、多様な支援者の力

を借りながら生涯にわたって自己充実とよりよく生きようと挑戦する生き方をスポーツ（フットソフトボール競

技）活動を通じて発信していきたいと考え、広報誌「かわら版」を発行することにしました。 

年齢・世代及び障がいの有無に関係なく多くの皆様のご理解・ご協力並びにご意見を期待しております。 

（  競技団体名称変更「一般社団法人日本知的障がい者フットソフトボール連盟」（令和５年３月１４日登記）  

１ （連盟情報）フット連盟１０周年記念第６回全日本知的障がい者フットソフトボール競技選手権大会開催 

 ○フット連盟では、平成２６年１１月１日長崎市で組織を創設してから本年で１０年を迎えます。こ 

のことを踏まえ、本年度は１０周年記念事業として令和５年９月１６日（土）・１７日（日）山口 

県宇部市東部体育広場で全国から１０チームの参加を得て全日本大会を開催しました。 

（１）１０月開催される特別全国障害者スポーツ大会鹿児島大会を直前に控え、どの試合も白熱した試 

合が繰り広げられました。晴天に恵まれたものの２日間とも落雷及び落雷情報が発信され、試合日 

程を一部変更し決勝戦と３位決定戦は行なわず優勝２チーム、３位２チームの結果となりました。 

（２）優勝：山口県チームと愛媛県チーム（ともに初優勝）、３位は福井県チームと神戸市チームでし 

た。試合は同点による抽選が３試合、また、鹿児島県チーム及び佐賀県チームが初めて大会に参加され全国 

障害者スポーツ大会開催が近づいていることによる準備が進んでいる様子がうかがえました。審判員も三重 

県、愛媛県、佐賀県、熊本県からの参加があり、地元山口県内の審判員とで審判をしていただきました。 

（３）大会開催に当たりましては、山口県ソフトボール協会（主管:山口市及び宇部市ソフトボール協会）の全面 

的なご支援の基運営を進めていただきました。運営準備にはパラスポーツ指導者、地元ボランティアの協力、 

特別支援学校職員及び主婦など多くの奉仕的協力が大きな力になりました。 

（４）資金面では本年も、スポーツ振興センターの助成は大きな支えでした。山口県スポーツ協会及び山口県障 

害者スポーツ協会からの情勢、参加チームの参加費、連盟の自己資金を充当しますが、企業からの協賛をい 

ただきました。本年度も大塚製薬株式会社（飲料水の提供）、永谷園株式会社（カレーとごはんの提供）、株 

式会社ウベモク、サマンサジャパン株式会社、トヨタカローラ山口株式会社、山口トヨペット株式会社、有 

限会社大つち、株式会社まっせ萩から強力なご支援をいただきました。感謝を込めて謝意を表します！！！ 

（５）開催にあっては、選手や指導者のひとりひとりが健康維持及び感染症対策を十分行い、熱中症対策を行う 

など安全で怪我なく大会を開催することに勤めましたが、熱中症は２名（軽度）、コロナ感染症１名が発症し 

ました。すぐに救護対応を行い重篤者なし。感染症も地元に帰って３名の発症があり、１週間程度で元の集 

団生活の復帰したようです。このことは、今後一層の安全対策を徹底していくよう対策します。 

（６）大会開催に合わせて「フットソフトボール連盟公認審判員講習会」を開催しました。今回は、三重県から 

２名の希望者があり、立派な成績で合格され、フット公認審判員に認定されました。全国各地に公認審判員 

が誕生し、どの地域で試合を行っても信頼される試合ができることが本連盟の使命でもあります。 

（７）今後の課題としましては、多方面からの助成金は本当に感謝するばかりですが、「法人」となったからには、 

  法人の事業運営に係る資金の確保は、連盟に係る全ての者が調達しなければ成り立ちません。法人設立当初 

の理念を今一度思い起こして全員で資金確保を行いましょう。資金援助をいただくことは我々が行っている

活動を広く理解していただくチャンスです。全国各地で行動を起こしましょう！！！ 

２（お知らせ）日本知的障がい者フットソフトボール連盟地区活動情報     

・（東北・北海道地区）令和５年９月１０日（日）「シェルコムせんだい」で、令和５年度東北地区親善交流フ

ットソフトボール大会が開催されました。参加チームは岩手県、宮城県、仙台市の３チームでした。参加予

定の青森県チームの初参加はなかったようです。審判は、東日本フットソフトボール協会が担当されました。 

・（九州地区）令和５年９月３日（日）南九州市知覧町では、鹿児島県チームが熊本県チームと定期戦をされま 

した。審判員も本番を目指して協力いただいたとの情報がありました。 

３ フット連盟連絡先情報   ◎ 障がい者スポーツ、フットソフトボールについてのお問い合わせ、ご相談は 

一般社団法人日本知的障がい者フットソフトボール連盟まで 

 「令和５年１０月２８日（土）・３０日（月）特別全国障害者スポーツ大会鹿児島大会：南九州市知覧」  

（連絡先） 〒747-1221 山口市鋳銭司１０８１２番地１ 社会福祉法人るりがくえん 気付  （担当：内山之彦、三枝啓已） 

ＴＥＬ ０８３－９８６－２０５４    Ｅ-ｍａｉｌ ruri-ne1@c-able.ne.jp（内山之彦） 

ＦＡＸ ０８３－９８６－２４６９    Ｅ-ｍａｉｌ ruri-jy1@c-able.ne.jp（三枝啓已） 
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